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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29年４月６日に公表しました、平成 30年２月期第２四半期(累計)及び通期の業績予想を、

下記の通り修正しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想の修正について 

(1) 平成30年２月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正(平成29年２月21日～平成29年８月20日) 

 営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

一株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

８，２６３ 

百万円

９７

百万円

７４

百万円 

△１８ 

円 銭

△０．４５

今回修正予想（Ｂ） ７，８２６ △３６ △３５ △３３ △０．８５

増減額（Ｂ－Ａ） △４３７ △１３３ △１０９ △１５ 

増減率（％） △５．３ － － － 

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成 29 年 2 月期第 2 四半期) 
９，４９９ １８１ ２０７ ２８８ ７．２９

 

 

(2) 平成30年２月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成29年２月21日～平成29年８月20日) 

 営業収益 経常利益 四半期純利益 
一株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

５，７６７ 

百万円

３８

百万円

△３２

円 銭 

△０．８１ 

今回修正予想（Ｂ） ５，４３６ △６０ △３６ △０．９２ 

増減額（Ｂ－Ａ） △３３１ △９８ △４  

増減率（％） △５．７ － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 29 年 2 月期第 2 四半期) 
６，９９７ １７９ ２７９ ７．０５ 

 

（3）平成 30 年２月期通期連結業績予想の修正（平成 29年２月 21 日～平成 30 年２月 28 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

一株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

１６，４５９ 

百万円

３１５

百万円

２５５

百万円 

５６ 

円 銭

１．４１

今回修正予想（Ｂ） １６，１０２ ３１５ ２８９ １１５ ２．９０

増減額（Ｂ－Ａ） △３５７ ０ ３４ ５９ 

増減率（％） △２．２ － １３．３ １０５．３ 

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 2 月期) 
１７，６２６ ２２４ ２０１ １，４７９ ３７．３４

 



（4）平成 30年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成 29年２月 21 日～平成 30年２月 28 日） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

１１，４７６ 

百万円

１９６

百万円

３６

円 銭 

０．９１ 

今回修正予想（Ｂ） １１，１８９ １５７ ５５ １．３９ 

増減額（Ｂ－Ａ） △２８７ △３９ １９  

増減率（％） △２．５ △１９．９ ５２．７  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 2 月期) 
１２，６３８ １５３ １，４８３ ３７．４２ 

 

２．修正の理由 

(連結業績予想) 

（1）平成 30 年２月期第２四半期連結累計期間の業績予想（平成 29 年２月 21 日～平成 29年８月 20 日） 

営業収益については、夏場の天候不順による浴衣販売の低迷のほか、過去継続して実施してきました

熱海での展示販売会が、施設の改修による会場変更による影響により会場成約高を落としたことが主な

要因であります。 

利益面におきましては、従来以上に経費を削減すべく取り組んだ結果、販売費及び一般管理費は計画

を下廻る見通しですが、営業収益の落ち込みをカバーするには至っておりません。 

以上の状況から、第２四半期連結累計期間の業績予想を下方修正することといたしました。 

（2）平成 30 年２月期通期の業績予想（平成 29年２月 21 日～平成 30年２月 28 日） 

   通期の業績予想につきまして、第２四半期連結累計期間の修正にともない業績予想を修正いたします。 

   営業収益につきましては、新商品の展開と下半期最大の展示販売会である京都展の取り組み強化によ

り、第２四半期売上減少のカバーを見込んでおります。また、経費削減への取り組みも継続しており、

これによって当初の利益計画達成を見込むとともに営業外費用の見直しによって経常利益を上方修正と

いたしました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、法人税等調整額の戻入れにより上方修正といたし

ました。 

 

(個別業績予想) 

連結業績予想と同様の理由により、第２四半期（累計）の業績予想を下方修正いたします。通期につ

きましても前回予想を下廻る見通しでありますが、当期純利益につきましては、法人税等調整額の戻入

れにより上方修正といたしました。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表時点において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業

績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


